
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
に
少
な
か
ら
ず
生
か
さ
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
は
、
現
行
合
併
特
例
法

の
下
で
は
、
市
町
村
合
併
は
各
自

治
体
の
主
体
性
に
任
せ
る
と
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
国
の
圧
力
が
強

ま
る
中
、
今
後
は
市
町
村
合
併
を

加
速
さ
せ
る
た
め
、
4
月
施
行
の

合
併
新
法
に
基
づ
き
、
更
に
は
、

地
方
分
権
型
社
会
の
形
成
に
向
け

た
道
州
制
推
進
の
視
点
か
ら
、
道

の
事
務
・
権
限
の
移
譲
並
び
に
支

庁
制
度
改
革
の
実
施
と
歩
調
を
合

わ
せ
て
、
新
た
な
枠
組
み
を
示
す

「
合
併
推
進
構
想
」を
本
年
度
中
に

ま
と
め
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

富
良
野
地
区
広
域
市
町
村
圏
振

興
協
議
会
（
1
市
3
町
1
村
）
は
、

本
町
と
占
冠
村
と
の
合
併
協
議
が

破
談
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、

市
町
村
長
会
議
を
持
ち
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
再
開
い
た

し
ま
し
た
。

広
域
連
合

市
町
村
合
併
や
事
務
事
業
の
共

同
化
を
図
る
広
域
連
合
、
北
海
道

か
ら
の
機
関
委
任
事
務
や
権
限
移

譲
に
伴
う
受
け
皿
づ
く
り
な
ど
、

富
良
野
圏
域
の「
自
治
の
か
た
ち
」

を
検
討
し
協
議
を
深
め
る
た
め
、

4
月
か
ら
富
良
野
市
役
所
内
に
専

任
事
務
局
を
設
け
る
こ
と
で
一
致

い
た
し
ま
し
た
の
で
、
本
町
か
ら

も
職
員
1
名
を
派
遣
し
て
ま
い
り

ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
割
合

で
進
む
地
方
交
付
税
の
削
減
は
、

ま
ち
の
予
算
に
歳
入
不
足
を
招
き
、

行
財
政
改
革
の
推
進
が
待
っ
た
な

し
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
す
で
に
平
成　

年
16

度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
3
年

18

間
を
行
財
政
改
革
の
重
点
期
間
と

し
て
、
人
件
費
や
補
助
金
、
委
託

料
な
ど
の
大
幅
な
削
減
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
に
お

い
て
は
、
職
員
の
早
期
勧
奨
退
職

制
度
の
推
進
や
普
通
建
設
事
業
費

の
縮
減
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
見
直

し
、
水
道
料
金
の
改
定
な
ど
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
構
造
改
革
は
、
特

に
自
主
財
源
の
少
な
い
小
規
模
市

町
村
に
深
刻
な
影
を
落
と
し
て
い

ま
す
の
で
、
本
年
度
中
に
「
新
行

財
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
新

た
な
行
財
政
改
革
メ
ニ
ュ
ー
の
構

築
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
事
業

を
外
部
か
ら
再
評
価
す
る
た
め
、

第
三
者
に
よ
る「
審
議
機
関
設
置
」

の
検
討
と
併
せ
て
、
施
設
の
あ
り

方
、
事
務
事
業
の
再
点
検
・
再
見

直
し
な
ど
を
重
要
な
位
置
づ
け
と

し
て
、
よ
り
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
を
不
退
転
の
決
意
で
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

合
併
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら

ず
、
国
庫
補
助
金
や
地
方
交
付
税

の
削
減
と
い
う
国
の
方
針
は
明
ら

か
で
あ
り
、
富
良
野
圏
域
と
の
連

携
協
議
も
念
頭
に
置
き
、
抜
本
的

な
行
財
政
改
革
を
堅
持
し
て
ま
い

り
ま
す
。

福
祉
施
設
の
民
営
化

地
域
住
民
皆
様
の
健
康
増
進
、

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
一
味
園
、
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
施
設
の
充
実

と
と
も
に
、
在
宅
福
祉
事
業
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
の
介
護

保
険
事
業
の
大
幅
な
見
直
し
や
経

費
の 
増  
嵩 
な
ど
、
福
祉
施
設
の
運

ぞ
う 
こ
う

営
と
あ
り
方
が
今
日
的
課
題
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

一
味
園
に
つ
い
て
は
、
昭
和　

年
53

に
開
設
以
来
、
本
年
で　

年
を
迎

27

え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者

生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
含
め
て
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
、
密
着
し

た
事
業
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
に
は
行
財

政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ら

施
設
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
中
に
民
営
化
の
検
討
を
行

い
、
早
期
実
現
に
向
け
た
対
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
立
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
昭
和　

年
に
開
設
し
て
か
ら

48

　

年
を
経
過
し
て
お
り
、
本
施
設

32に
お
い
て
も
町
の
行
財
政
改
革
、

更
に
は
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ

る
国
庫
負
担
金
の
税
源
移
譲
な
ど

財
源
の
不
透
明
性
か
ら
、
今
後
の

運
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

緊
縮
型
の
予
算
編
成

こ
れ
ま
で
、
町
で
は
合
併
や
自

立
の
議
論
を
通
じ
て
、
平
成　

年
32

度
ま
で
の
今
後　

年
間
に
渡
る
長

16

期
財
政
推
計
を
作
成
し
、
議
会
特

別
委
員
会
や
移
動
町
長
室
な
ど
で
、

 
縷  
 々
説
明
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

る 

る本
年
度
の
予
算
は
、
こ
の
財
政

推
計
に
基
づ
き
作
成
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
歳
入
予
算
の
主
要
財
源

で
あ
り
ま
す
地
方
交
付
税
は
、
政

府
が
地
方
財
政
計
画
の
大
幅
削
減

を
平
成　

年
度
ま
で
の
2
年
間
、

18

猶
予
す
る
方
針
を
発
表
し
た
こ
と

か
ら
、
前
年
度
比
0
・
1
％
減
に

止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
税
に
つ
い
て
は
、
農
業
所
得

の
落
ち
込
み
な
ど
に
よ
り
前
年
度

比
8
・
5
％
減
に
な
る
と
こ
ろ
か

ら
、
各
種
使
用
料
を
は
じ
め
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

有
利
な
町
債
の
措
置
、
補
助
制
度

の
活
用
、
積
立
金
の
取
り
崩
し
な

ど
に
よ
り
、
財
源
確
保
を
図
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
予
算
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
に
も
増
し
て
厳
し
い
財
源
確
保

の
中
で
、
健
全
財
政
維
持
の
た
め

行
政
コ
ス
ト
の
徹
底
し
た
縮
減
や
、

事
務
事
業
経
費
の
効
率
的
な
執
行
、

経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
た
と
こ
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次
に
、
農
業
・
林
業
・
商
工
鉱

業
な
ど
、
個
性
と
工
夫
に
あ
ふ
れ

る
地
域
産
業
を
め
ざ
し
ま
す
『
に

ぎ
わ
い
の
南
富
良
野�
誇
れ
る
産

業
の
ま
ち
づ
く
り
』
で
あ
り
ま
す
。

農
業
の
振
興

は
じ
め
に
農
業
の
振
興
で
あ
り

ま
す
。
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

国
内
外
の
競
争
が
一
段
と
進
む
中

で
、
担
い
手
不
足
と
高
齢
化
の
進

行
、
人
参
を
は
じ
め
と
す
る
農
畜

産
物
の
価
格
低
迷
に
加
え
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
農
業
交
渉
が
本
年　

月
に
最
大

12

の
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
一
方
で
、
国

は
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
の
検
討
を
進
め
る
な
ど
、
今

後
の
農
業
・
農
村
の
あ
り
よ
う
に
、

大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
問
題
や
無
登
録
農
薬
の
使
用
、

遺
伝
子
組
み
換
え
を
め
ぐ
る
問
題

な
ど
、
農
畜
産
物
に
対
す
る
消
費

者
の
安
全
・
安
心
へ
の
要
求
は
高

ま
り
を
見
せ
て
お
り
、
生
産
か
ら

消
費
に
至
る
ま
で
の
総
合
的
な
施

策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ふ
ら
の
農
協
を
は
じ
め
、
生
産
者
、

農
業
団
体
と
充
分
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

に
つ
い
て
は
、
中
山
間
地
域
等
に

お
け
る
多
面
的
機
能
の
維
持
、
増

進
を
一
層
図
る
た
め
、
自
立
的
か

つ
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動
な
ど

の
体
制
整
備
に
向
け
た
、
前
向
き

な
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
す
る

考
え
で
、
本
年
度
以
降
の
5
年
間
、

本
制
度
が
一
部
見
直
さ
れ
継
続
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成　

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

14

お
り
ま
す
特
定
中
山
間
保
全
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
で
基

本
計
画
調
査
が
終
了
し
、
引
き
続

き
国
（
北
海
道
開
発
局
旭
川
開
発

建
設
部
）
に
お
い
て
、
本
年
度
か

ら
2
ヵ
年
に
わ
た
り
地
区
調
査
が

実
施
さ
れ
、
平
成　

年
度
に
は
全

19

体
実
施
設
計
、
翌
年
の
平
成　

年
20

度
か
ら
農
用
地
な
ど
の
基
盤
整
備

が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
整
備
が
広
大
な
耕
作
地
を

 
擁 
す
る
北
落
合
地
区
の
農
業
振
興

よ
うに

大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
も
の

と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

農
業
生
産
者
に
と
っ
て
諸
問
題

が
渦
巻
く
困
難
な
環
境
の
中
で
、

経
済
環
境
や
社
会
情
勢
に
影
響
さ

れ
な
い
財
務
基
盤
の
強
い
農
業
経

営
の
確
立
を
め
ざ
す
た
め
、
新
規

作
物
導
入
事
業
・
地
力
増
強
事
業
・

農
地
融
雪
促
進
事
業
な
ど
、
農
業

施
策
を
継
続
し
、
連
携
を
深
め
な

が
ら
地
域
農
業
発
展
の
た
め
に
最

善
の
努
力
を
尽
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
、
北
落
合
地
区
の
馬
鈴
薯

作
付 
圃 
場
で
発
生
し
ま
し
た
、

ほ

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

対
策
と
し
て
、
ま
ん
延
防
止
・
発

生
圃
場
の
対
策
を
取
る
た
め
の
協

議
会
負
担
金
、
情
報
化
が
進
む
中
、

パ
ソ
コ
ン
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
使

緑
の
育
成

は
じ
め
に
、
自
然
環
境
や
景
観

の
保
全
、
自
然
の
活
用
を
め
ざ
し

ま
す
『
う
つ
く
し
の
南
富
良
野�

瑞
々
し
い
自
然
の
ま
ち
づ
く
り
』

で
あ
り
ま
す
。

フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ
ン
記
念
植
樹

祭
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
球
団
現
役

プ
ロ
野
球
選
手
と
の
ア
オ
ダ
モ
記

念
植
樹
祭
や
野
球
教
室
の
開
催
、

滝
川
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

と
の
植
樹
祭
関
係
を
継
続
事
業
と

し
て
、
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し

た
。

う
つ
く
し
の
南
富
良
野

― 
瑞
々
し
い
自
然
の
ま
ち 
―

に
ぎ
わ
い
の
南
富
良
野

― 
誇
れ
る
産
業
の
ま
ち 
―

ろ
で
あ
り
ま
す
。

普
通
建
設
事
業
費
の
選
択
に

あ
っ
て
は
、
第
4
次
総
合
計
画
を

基
本
と
し
て
、
施
策
の
将
来
を
見

通
し
、
そ
の
必
要
性
、
緊
急
性
、

優
先
度
を
十
分
検
討
し
、
町
民
皆

さ
ん
の
意
見
も
い
か
し
た
中
で
編

成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
で
は
前

年
度
比
4
・
0
％
の
減
で
、
特
別

会
計
を
含
む
予
算
総
額
で
は
前
年

度
比
2
・
4
％
の
減
と
な
り
、
前

年
度
の
骨
格
予
算
と
ほ
ぼ
同
規
模

の
緊
縮
型
予
算
編
成
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
本
年
度
の
町
政
執

行
に
あ
た
り
主
要
事
業
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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